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1. はじめに
近年，学習を支援する場面で活躍する教育支援ロボッ
トが注目されている [1]．従来研究の多くは，小学校な
ど，学校における “健康児”を対象に実験を行うことで，
教育支援ロボットの研究開発や効果報告が進められてい
る．一方で，全国の公立小中学校における通常学級に在
籍する生徒のうち，人とコミュニケーションがうまく取
れないなどの，発達障がいの可能性がある生徒が 6.5%
を上回っており，さらに年々上昇しているという調査報
告がある [2]．そのため今後，発達障がい児を対象とし
た教育支援の必要性が高まると考えられる．実際，医学
的なアプローチとして，発達障がい児を対象とした支援
方法の提案 [3]や，支援システムの研究開発 [4]などの報
告がされ始めている．そして近年では，ロボットを用い
た支援方法も試みられている [5]．
しかしながら，発達障がいグレーゾーン児童を対象と
した，療育支援や教育支援ロボットの研究開発は行われ
ていない．発達障がいグレーゾーン児童とは，発達障が
いであるとは診断されていないが，発達障がいの病名が
つくかつかないかの境界にいる，または疑いや可能性の
ある児童のことである．発達障がいと診断された児童は，
福祉サービス，療育など，その児童に合った教育を受け
られ，また周りの人もそのように理解して接することが
できるが，発達障がいグレーゾーン児童は，このような
サポートを受けることは極めて難しいのが現状である．
そのため，発達障がいグレーゾーン児童は，適切な環境
整備や対応が難しく，家庭や学校で，同級生らから教示
を受ける，命令を受ける立場であることが多く，学習意
欲が減少することが考えられる．発達障がいグレーゾー
ン児童の学習意欲を向上する方法として，発達障がいグ
レーゾーン児童に対しても他者に勉強を教える機会を与
えることが有効であると考える．
そこで本研究では，発達障がいグレーゾーン児童に教示
を求め，満足感や優越感を与える，Learning by Teaching
を促す教育支援ロボットを開発し，そのロボットと発達障
がいグレーゾーン児童が共同学習することで生じる教育
支援効果について検討を進める．Learning by Teaching
とは，学習者が他者に教えることによって，自身が学習
する枠組みであり，学習者の学習意欲を向上させ，学習
者に満足感や優越感を感じさせることが可能である [6]．
そして，この学習方法は，ロボットと健康児間での共同
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図 1: Ifbotの外観

　

学習においても，実現可能であることが報告されている
[7]．本稿では，1名の児童とロボットが交互に問題を解
き合う共同学習において，ロボットが問題を誤答して児
童に教示を求めることで，ADHDの可能性がある発達
障がいグレーゾーン児童に Learning by Teachingを促
すかどうかについて検討する．

2. ロボットの概要
ロボットには，Ifbot(図 1) を用いる．ロボットの動作

は顔の表情のみであり，手や身体は作動しない．実験は
Wizard-of-Oz 法の枠組で行うため，ロボットの表情表
出は遠隔操作システムを用いた遠隔操作により行う．ロ
ボットの表情は，喜びを表す表情 12種類，悲しみを表
す表情 12種類，合計 24種類の表情を設定する．ロボッ
トの音声は，パソコンを通して実験者の声がロボット用
の声に変換され，ロボットから再生される．共同学習中，
ロボットは問題を誤答して児童に教示を求める行動もし
くは，問題を正答する行動を実行する．

3. 実験
3.1 方法
実験では，学習システム上で算数の問題を 1名の児童

とロボットが交互に問題を解き合う学習実験を行う．本
実験は，一般社団法人岐阜創発研究会が行っている発達
障がい児支援のための塾「ひかりキッズ」にて実施した．
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図 2: 実験中の様子

　

実験参加者は，ひかりキッズに通う，ADHDの可能性が
ある発達障がいグレーゾーン児童 4名である．実験は，
発達障がいグレーゾーン児童 4名，ひかりキッズの教員
1名，ロボットを遠隔操作する実験者 2名で行った．実
験者 2名は，児童，ロボット，教員とは別室にてロボッ
トの遠隔操作を行った．学習システムの問題は 10問で
構成され，児童とロボットは 1問ずつ，合計 5問解く．
ロボットは 5問ある問題のうち，3問誤答して，2問正
答するように設定する．

3.2 結果
図 2に実験中の様子を示す．共同学習中，ロボットが問
題を誤答して児童に教示を求めると，児童全員はロボッ
トに対して問題の解き方を教える様子が観察された．ま
た，ロボットが問題に正解すると，共に喜ぶ様子も観察
できた．このことから，従来研究 [7]におけるロボット
と健康児の共同学習と同様に，ロボットが問題を誤答す
ることで，ADHDの可能性がある発達障がいグレーゾー
ン児童に Learning by Teaching を促すことは可能であ
ると考えられる．しかしながら，1名の児童はロボット
が 3回目に誤答して児童の教示を求めた際に，「ロボット
は教えても全く覚えないから，もう教えたくない」とい
う言い，ロボットに教示しない様子が観察できた．この
ことから，ロボットの誤答数が多いと，児童はロボット
に対して教示する気持ちが減少するということが推測で
きる．

4. おわりに
本稿では，1名の児童とロボットが交互に問題を解き
合う共同学習において，ロボットが問題を誤答して児童
に教示を求めることで，ADHDの可能性がある発達障
がいグレーゾーン児童に Learning by Teachingを促す
かどうかについて検討した．実験では，学習システム上
で算数の問題を 1名の児童とロボットが交互に問題を解
き合う学習実験を実施した．実験結果から，ロボットが
問題を誤答することで，ADHDの可能性がある発達障

がいグレーゾーン児童に Learning by Teaching を促す
可能性があることを示唆した．しかしながら，ロボット
の誤答数が多いと，児童はロボットに対して教示する気
持ちが減少することも確認できた．
今回の実験では，短時間におけるロボットと発達障が

いグレーゾーン児童間の共同学習を実施した．今後は，
長時間における共同学習を行うことで，児童がロボット
に対して長時間，共に学習するかどうかを検証していく．
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